
　

The
2nd

Sym
posium

 
for W

omen Researchers

（
第
2
回
Ｓ
Ｗ
Ｒ
）
が
11
月
1

日
、
都
立
戸
山
高
等
学
校
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
Ｓ
Ｗ
Ｒ
は
、
科

学
技
術
分
野
の
第
一
線
で
活
躍

す
る
女
性
た
ち
か
ら
直
接
情
報

を
得
る
機
会
の
提
供
を
目
的
に

戸
山
高
等
学
校
で
行
わ
れ
て
お

り
、本
校
は
去
年
に
引
き
続
い

て
2
回
目
の
参
加
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｓ
Ｗ
Ｒ
は
、
都
立
戸

山
高
等
学
校
、
都
立
多
摩
科
学

技
術
高
等
学
校
、
本
校
の
3
校

で
共
催
す
る
「
第
6
回
Ｓ
Ｓ
Ｈ

女
子
交
流
会
」を
兼
ね
て
お
り
、

第
5
回
は
本
校
で
開
催
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
普
段
研
究
活
動

を
行
っ
て
い
る
生
徒
が
他
校
生

徒
と
の
交
流
に
よ
っ
て
、
自
身

の
研
究
活
動
を
よ
り
高
め
る
こ

と
が
で
き
る
学
び
の
場
で
す
。

　

今
回
の
Ｓ
Ｗ
Ｒ
参
加
校
は
、

都
立
戸
山
高
等
学
校
、
都
立
科

学
技
術
高
等
学
校
、
市
川
学
園

市
川
高
等
学
校
、
東
京
学
芸
大

学
附
属
国
際
中
等
教
育
学
校
、

横
浜
市
立
横
浜
サ
イ
エ
ン
ス
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
高
等
学
校
、
そ
し

て
本
校
中
・
高
の
計
6
校
。

全
体
で
63
件
の
ポ
ス
タ
ー
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
校
か
ら
は
、
高
2
理
数
ク

ラ
ス
4
名
、
中
2
サ
イ
エ
ン

ス
コ
ー
ス
1
名
が
参
加
し
、
そ

れ
ぞ
れ
1
件
ず
つ
ポ
ス
タ
ー
発

表
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
交

流
に
も
重
点
が
置
か
れ
、
研
究

分
野
が
比
較
的
近
い
他
校
の
生

徒
と
本
校
生
徒
が
情
報
を
交
換

し
合
う
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

特
別
講
演
と
し
て
、
江
崎
グ

リ
コ
健
康
科
学
研
究
所
の
八
ッ

橋
宏
子
先
生
が
「
グ
リ
コ
ー
ゲ

ン
〜
元
気
の
素
で
肌
の
潤
い
ス

ト
ー
リ
ー
」
を
演
題
に
、
グ
リ

コ
ー
ゲ
ン
と
美
肌
の
関
係
に
つ

い
て
講
演
し
ま
し
た
。
生
徒
た

ち
は
、
身
近
な
美
容
と
科
学
の

関
係
に
つ
い
て
熱
心
に
学
び
ま

し
た
。
引
率
の
岩
川
暢
澄
教
諭

は
「
今
回
参
加
し
た
本
校
の
生

徒
た
ち
は
、
他
校
生
徒
と
の
交

流
を
参
加
前
か
ら
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
し
た
。
実
際
に
自
身

の
研
究
分
野
と
繋
が
り
の
あ
る

方
と
交
流
す
る
こ
と
で
、
研
究

を
発
展
さ
せ
る
き
っ
か
け
を
つ

か
む
こ
と
が
で
き
、
大
変
満
足

し
た
様
子
で
し
た
」
と
成
果
を

喜
び
ま
し
た
。

　

来
年
1
月
に
開
幕
す
る
「
春
高
バ
レ
ー
」
出
場
を
か
け
た
全

日
本
選
手
権
東
京
都
代
表
決
定
戦
が
墨
田
区
総
合
体
育
館
で
行
わ

れ
、
本
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

ふ
じ
み
野
Ｇ
Ｓ
Ｉ
グ
ル
ー
プ

マ
ネ
ジ
ャ
ー

三
村 

節
子

 　

11
月
13
日
、
パ
リ
で
連
続

テ
ロ
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
留
学
や
海
外
研
修
に

出
か
け
よ
う
と
し
て
い

る
学
生
に
大
き
な
不
安

を
与
え
て
い
ま
す
。
外

務
省
や
現
地
か
ら
発
信

さ
れ
る
情
報
を
収
集
し
、

危
機
管
理
に
配
慮
し
な

が
ら
学
び
の
場
、
活
躍

の
場
を
拡
大
し
て
い
く

こ
と
が
今
や
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
に
求
め
ら
れ
る

要
件
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　

ふ
じ
み
野
キ
ャ
ン
パ

ス
に
あ
る
人
間
学
部
や

保
健
医
療
技
術
学
部
の

学
生
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

学
部
・
学
科
で
専
門
職

と
し
て
の
知
識
・
技
術

そ
し
て
教
養
を
身
に
つ

け
て
卒
業
し
て
い
き
ま

す
。
人
間
学
部
保
育
心

理
専
攻
（
現
児
童
発

達
学
科
）
で
学
ん
だ
松

下
陽
子
さ
ん
は
、
学
生

時
代
の
交
換
留
学
や
保

育
園
勤
務
時
代
の
経
験

を
生
か
し
、
青
年
海
外

協
力
隊
員
と
し
て
エ
ジ

プ
ト
の
幼
児
教
育
現
場

で
2
年
間
働
い
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
保
健

医
療
技
術
学
部
理
学
療

法
学
科
卒
の
百
瀬
友
美

さ
ん
は
、
ス
ー
ダ
ン
で

青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て

2
年
間
、
国
立
義
肢
装
具
支

援
機
構
で
リ
ハ
ビ
リ
や
サ
ポ
ー

ト
業
務
に
携
わ
り
ま
し
た
（Y-

ouTube

で
百
瀬
さ
ん
の
活
動

の
様
子
と
輝
く
笑
顔
が
見
ら
れ

ま
す
）。
こ
の
夏
、
同
保
健
医

療
技
術
学
部
理
学
療
法
学
科

3
年
生
の
小
林
ひ
か
り
さ
ん

は
、
香
港
で
開
催
さ
れ
た
ア
ジ

ア
理
学
療
法
学
生
連
盟
の
大
会

で
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
リ
ハ
ビ
リ

に
つ
い
て
英
語
で
発
表
し
、
さ

ら
に
他
の
国
の
学
生
と
の
意
見

交
換
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ふ
じ
み
野
キ
ャ
ン
パ
ス

の
国
際
交
流
活
動
は
、英

語
力
の
他
、
専
門
知
識
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
休
暇

中
に
実
施
さ
れ
る
海
外
短

期
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は

種
類
が
増
え
つ
つ
あ
り
ま

す
。
カ
ナ
ダ
の
医
療
現
場

を
見
学
す
る
、
マ
レ
ー
シ

ア
の
病
院
で
理
学
・
作
業

療
法
を
体
験
す
る
、
ア
メ

リ
カ
の
幼
児
教
育
現
場
で

見
学
実
習
す
る
、
現
地
の

福
祉
施
設
を
訪
問
し
、
時

に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
体

験
す
る
、
カ
ナ
ダ
の
大
学

で
心
理
学
を
学
ぶ
等
々

で
、
留
学
前
の
準
備
は
、

英
語
で
専
門
用
語
を
理
解

し
て
お
く
こ
と
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
受
け
入
れ
る
留

学
生
も
教
育
現
場
や
医
療

現
場
へ
行
っ
て
実
習
を
す

る
の
で
、
サ
ポ
ー
ト
す
る

学
生
は
高
いTOEIC

ス

コ
ア
だ
け
に
留
ま
ら
な
い
、

プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
能
力

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

海
外
に
実
際
に
出
て
み

て
、
そ
う
甘
く
は
な
い
異

文
化
社
会
を
体
験
し
た
松

下
さ
ん
も
百
瀬
さ
ん
も

「
幸
せ
と
は
何
か
」「
地
球

市
民
と
し
て
の
考
え
方
と

は
」
を
模
索
し
て
い
る
よ
う
で

す
。　

　

優
し
く
、
か
つ
逞
し
く
成
長

し
た
卒
業
生
に
乾
杯
！

Green Spirits

N o 1 2 N o 1 0

地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
Ｂ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
「
Ｂ
Ｃ
Ｃ
」

大
学

中
高

2
年
生
6
名
朝
日
中
高
生
新
聞
の
特
派
員
に

日
本
語
を
母
国
語
と
し
な
い
母
親
を
も
つ
子
ど
も
と
交
流

「
春
高
」
都
代
表
決
定
戦
で
準
優
勝
！

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

レ
ベ
ッ
カ

専門知識・技術を活かして国際交流

「島田杯」英語スピーチコンテスト
流暢な英語で闘いを展開

　「島田杯」第43回英語スピーチコンテストが11月18日、ジャシーホール
で開かれました。
　同コンテストは、「Recitation（暗唱の部）」「Speech（GroupA＝一般生
徒の部、GroupB＝帰国生の部）」と、審査対象ではない「Presentation」
で構成されています。「暗唱」は高校1年7クラスの代表7名、「GroupA・B」
は1～2年生の選抜生徒・合計5名が出場。
　コンテストは呉莉那生徒会長（2欅）あいさつでスタート。「Recitation」
では、英語の長文をしっかりとマスターした生徒たちが、感情を込めて披
露。「Speech」では、確かな英語力を誇る生徒たちが自分の思いを堂々と
披露しました。「Presentation」では、1～2年生混合の2組が、それぞれ「お
金は人をより幸せにするか？」「生徒は運動すべき」をタイトルに、パワ
ーポイントのスライドショーを見せながら英語で発表しました。
　審査員は、本校教員のMr.Allan NisbetとMr.Derek Lee、そして、文京
学院と深い交流があるSt.Jones／St.Benedict大学のDr.David Bennetsが
務めました。白熱したコンテストの結果は次の通りです。
★「Recitation」
　1位＝高怜花（1杉）、2位＝矢作奈々（1藤）、3位＝金冨万季（1梅）
★「Speech」
　【GroupA】1 位＝藏本菜ノ葉（1 藤）、2 位＝宮城静菜（2 桜）、3 位＝　瀬
史歩（2 桜）【GroupB】1 位＝片岡まい（1 桜）、2 位＝渋谷ビアンカ（1 桜）
また、「Speech」の「GroupA」と「GroupB」の1位のうちのいずれかに「島
田賞」が授与されますが、今年は片岡さんが獲得しました。
　各審査員からは、出場者の健闘を称える講評と共に、「チャレンジする
ことの大切さ」についてアドバイスがありました。「島田杯」を手渡した島
田昌和理事長は、学生時代の経験をユーモア溢れる英語で話しました。そ
の後、佐藤芳孝統括校長が参加者にエールを送り、和やかに閉会しました。

★学園紙「文京学院」読者5組10名を「13日」の公演に招待。希望
者は「フルネーム・連絡先メール」を明記の上、11月30日（月）ま
でに学園紙担当・渡辺宛にメールにて申込。当選者のみ連絡しま
す。 Mail:emi-watanabe@bgu.ac.jp　

Ｓ
Ｓ
Ｈ（
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）便
り
○

「
第
2
回
Ｓ
Ｗ
Ｒ
」
戸
山
高
校
で
交
流

高
校

30

大学

中山教授が「功労賞」受賞
ふじみ野市誕生10周年

式辞を述べる高畑市長

●橋助教

中山教授 表彰状を手に

　

都
内
女
子
校
で
唯
一
、
文
部
科
学
省
か
ら
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
指
定
を
受
け
て
い
る
本
校
で
は
、
生
徒
た
ち

は
校
内
外
の
専
門
家
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
積
極
的
に
外
部
で
の
発
表
を
こ
な
し
、
他
校
と
の
交
流

を
深
め
て
い
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
支
援
施
策
「The

 B
,s

 W
ay

」
始
動

 「
部
活
体
験
ウ
ィ
ー
ク
」56
組
が
見
学
体
験

大
学

高校

式辞を述べる
高畑市長

　埼玉県ふじみ野市誕生 10 周年
記念式典が 10 月 4 日にふじみ野
市勤労福祉センターで行われ、功
労者表彰式において人間学部の中
山智晴学科長・教授が「功労賞」
を受賞しました。
　中山教授は、生活・自然・地域・
地球環境を専門分野に、「人と自然 、
そして地球のつながり」をメイン
テーマとした「貧困問題の改善に
よる地球環境の保全」「合意形成
による環境まちづくり」「地理情報を活用した自然環
境マップ作り・保全手法の開発」などの課題に取り組
んでいます。それらの研究・実践により、持続可能な
社会の仕組み作りを目指す第一人者です。
　中山教授は 2006 年からふじみ野市環境審議会の副
会長を務める他、環境に視点を置いた地域住民との協
働推進、産官学連携事業などを通じ、同市のまちづく
りに貢献したことが今回の表彰に繋がりました。
　式典では高畑博市長が、上福岡市と大井町の合併に
よりふじみ野市が誕生した経緯、関係者への感謝、「元
気・健康都市」としての抱負などについて式辞を述べ
ました。上田清司埼玉県知事をはじめ、130 名近い来
賓と会場を埋め尽くす参列者は、ふじみ野市の発展に
思いを寄せました。
　中山教授は「上福岡市と大井町が合併する際に、両
方の環境系の条例や基本計画をまとめる段階から関わ

ってきました。環境審議会
での 10 年目の活動を評価
いただいたことをありがた
く思いますが、これは本学
の環境教育研究センターの
学生たちの地域での活動が
認められたことでもありま
すから、それをとてもうれ
しく感じています」と話し
ました。
　中山教授と学生たちは、
今後もふじみ野市との協働
により、幅広い活動を展開
していきます。

政
府
「
一
億
総
活
躍
国
民
会
議
」

松
爲
教
授
が
民
間
有
識
者
と
し
て
参
画

大
学

高
校

　

橋
助
教
が
「
学
会
奨
励
賞
」
受
賞

会
計
理
論
学
会
第
３０
回
大
会

　

人
間
学
部
の
松
爲
信
雄
教
授

が
、
政
府
が
推
進
す
る
「
一
億

総
活
躍
社
会
」
の
実
現
に
向
け

た
検
討
会
「
一
億
総
活
躍
国
民

会
議
」
に
、
民
間
有
識
者
の
ひ

と
り
と
し
て
参
画
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

松
爲
教
授
は
、
障
害
者
の
職

業
問
題
に
関
す
る
研
究
を
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
と
し
、
職
業
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
専
門
領
域
と

し
て
い
ま
す
。
障
害
が
あ
る
こ

と
で
就
業
や
就
業
維
持
が
困
難

な
方
々
が
、
就
業
を
通
じ
て
社

会
参
加
と
自
己
実
現
、
経
済
的

自
立
の
機
会
を
作
り
出
す
取
り

組
み
を
研
究
。
障
害
者
に
関
す

る
数
多
く
の
政
策
立
案
に
関
わ

っ
て
き
ま
し
た
。

　

松
爲
教
授
は
「
民
間
か
ら
選

ば
れ
た
15
名
の
中
で
、
障
害

者
の
職
業
問
題
を
専
門
と
し
て

い
る
の
は
私
ひ
と
り
で
す
。
そ

れ
は
、
社
会
に
と
っ
て
重
要
な

問
題
が
前
面
に
取
り
上
げ
ら
れ

た
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
か
ら
大

変
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
地
域

崩
壊
や
過
疎
化
な
ど
の
問
題
に

障
害
者
が
関
わ
る
こ
と
で
、
地

域
活
性
化
が
実
現
す
る
は
ず
で

す
。ま
た
、障
害
者
が
自
立
し
て

生
き
て
い
く
た
め
に
は
、
就
労

に
ふ
さ
わ
し
い
人
材
教
育
も
必

要
と
な
り
ま
す
」と
同
国
民
会

議
へ
の
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

経
営
学
部
の　

橋
円
香
助
教

が
10
月
11
日
、
会
計
理
論
学

会
第
30
回
大
会
に
お
い
て
「
学

会
奨
励
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

財
務
会
計
・
経
営
分
析
の
研

究
を
専
門
と
す
る　

橋
助
教
は
、

今
回
「
特
別
目
的
会
社
（
Ｓ
Ｐ

Ｃ
）
に
係
る
会
計
基
準
改
定
の

影
響
と
課
題
〜
Ｓ
Ｐ
Ｃ
の
連
結

を
中
心
に
〜
」
と
題
し
た
論
文

を
発
表
。
そ
の
中
で
、
Ｓ
Ｐ
Ｃ

を
利
用
し
た
不
動
産
証
券
化
事

業
を
対
象
に
、
連
結
会
計
（
子

会
社
を
含
め
た
企
業
グ
ル
ー
プ

を
単
一
の
事
業
体
と
み
な
す
会

計
手
法
）
基
準
上
の
Ｓ
Ｐ
Ｃ
に

関
す
る
規
定
改
正
の
経
緯
を
概

観
し
、
改
正
に
よ
る
影
響
を
分

析
し
ま
し
た
。
改
正
連
結
会
計

基
準
は
、
部
分
的
な
見
直
し
を

行
っ
た
だ
け
で
あ
り
、
こ
れ
ま

で
の
議
論
で
指
摘
さ
れ
た
証
券

化
取
引
の
複
雑
性
・
多
様
性
へ

の
対
応
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と

を
解
明
し
た
こ
と
が
、
今
回
の

受
賞
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　
　

橋
助
教
は
「
今
回
の
受
賞

は
今
後
の
研
究
の
励
み
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
テ
ー

マ
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、

初
志
貫
徹
の
意
志
を
も
っ
て
物

事
に
当
た
れ
ば
、
き
っ
と
ど
こ

か
で
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
伝
え

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
学
生
に

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

大
学

　

11
月
21
日
、
墨
田
区
総
合

体
育
館
で
は
、
来
年
1
月
5

日（
火
）
か
ら
開
幕
す
る
「
全

日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
等
学
校

選
手
権
大
会
」（
春
高
バ
レ
ー
）

へ
の
出
場
を
懸
け
た
東
京
都
代

表
決
定
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

準
決
勝
で
は
、
本
校
は
下
北

沢
成
徳
と
対
戦
。
25-

23
、
23

-

25
、
25-

22
の
接
戦
を
展
開

し
て
勝
利
し
、
決
勝
戦
へ
進

出
。

　

決
勝
戦
で
は
、
八
王
子
実
践

と
対
戦
。
絶
対
に
追
え
な
い
ボ

ー
ル
を
執
念
で
キ
ャ
ッ
チ
し
、

相
手
へ
返
す
名
場
面
も
あ
り
ま

し
た
が
、
22-

25
、
21-

25
で

惜
敗
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
本
校
は
準
優

勝
し
、
東
京
都
第
二
代
表
と
し

て
「
春
高
バ
レ
ー
」
へ
の
出
場

が
決
ま
り
ま
し
た
。
当
日
は
、

本
校
大
応
援
団
の
中
に
ス
ポ
ー

ツ
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー
ス
の
中
2
、

ス
ポ
ー
ツ
科
学
コ
ー
ス
の
高

1
が
加
わ
り
、
先
輩
や
ク
ラ

ス
メ
イ
ト
へ
大
き
な
エ
ー
ル
を

送
り
ま
し
た
。

　

北
川
茉
奈
主
将
（
3
楓
）
の

話
「
2
試
合
と
も
1
0
0
%

自
分
た
ち
の
力
を
出
し
切
れ
た

訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
成
徳

戦
は
『
チ
ー
ム
全
体
で
春
高
に

出
る
！
』
と
い
う
強
い
一
体
感

が
あ
り
、
1
試
合
目
で
春
高
出

場
を
決
め
ら
れ
た
こ
と
は
自
分

た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
プ
ラ
ス

で
し
た
。
1
月
の
春
高
は
、
3

年
生
は
最
後
な
の
で
、
思
い
っ

き
り
全
部
の
力
を
最
大
限
出
し

切
り
た
い
で
す
。
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
を
着
る
こ
と
が
で
き
な
い
メ

ン
バ
ー
や
、
応
援
し
て
く
だ
さ

る
方
々
の
思
い
を
背
負
っ
て
、

全
員
で
戦
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

試
合
ま
で
の
短
い
練
習
期
間

は
、
今
回
の
試
合
の
反
省
点
の

改
善
を
し
、
精
神
的
に
も
成
長

で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
の
で
、
一
日
一
日
を 

大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
」 

　

本
学
本
郷
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ

ー
で
は
、
就
活
中
の
4
年
生
を

対
象
と
し
た
「
パ
ー
フ
ェ
ク
ト

キ
ャ
リ
ア
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、

題
し
て
「TheB ,sW

ay

」を

10
月
1
日
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
就
活
生
の

不
安
や
心
配
事
に
最
後
ま
で
伴

走
し
、
本
学
が
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
し
て
い
る
企
業
と
の
出
会

い
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
で
内

定
に
導
く
就
活
の
サ
ポ
ー
ト
は

も
ち
ろ
ん
、
内
定
後
や
入
社
後

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
な
ど
、

学
生
・
卒
業
生
・
教
職
員
・
企

業
が
「
四
身
一
体
」
と
な
っ
て

「
永
久
サ
ポ
ー
ト
」
を
行
う
取

り
組
み
で
す
（
11
月
2
日
付

け
日
経
産
業
新
聞
、
11
月
17

日
付
け
読
売
新
聞
な
ど
に
掲
載
）。

　

実
施
に
あ
た
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
学
生
キ
ャ
リ
ア
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
、
企
業
の
採
用
・
学

生
支
援
に
精
通
す
る
株
式
会
社

Ｈ
Ｒ
Ｐ
の
参
画
に
よ
り
、
強
力

な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
が
実
現

し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
、
2

回
の
セ
ミ
ナ
ー
（
10
月
1
・

13
日
）
と
4
回
の
企
業
面
談

会
（
10
月
27
日
、
11
月
10・
17

・
30
日
）
を
行
い
ま
し
た
。
企

業
面
談
会
は
、
企
業
8
社
と
前

述
の
二
者
の
協
力
の
も
と
、
堅

苦
し
い
説
明
会
形
式
で
は
な
く
、

ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
フ
リ
ー
ト
ー

ク
形
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
協

力
企
業
や
団
体
か
ら
は
、
地
域

優
良
企
業
参
加
の
誘
致
活
動
と

当
日
の
運
営
、
及
び
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
や
模
擬
面
接
指
導
の
支

援
も
あ
り
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー

と
企
業
面
談
会
の
全
6
回
で
延

べ
1
1
9
名
が
参
加
。
今
後
は
、

12
月
15
日（
火
）に
個
別
相
談

会
を
開
く
予
定
で
す
。

　

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当

の
小
泉
拓
也
チ
ー
フ

は
、
次
の
頼
も
し
い
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
学
生
に
贈

り
ま
し
た
。
「
4
年
生

の
未
内
定
者
は
孤
独
感

や
不
安
に
押
し
潰
さ
れ

そ
う
に
な
る
と
思
い
ま

す
が
、
こ
の
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
よ
り
『
四
身

一
体
』
の
サ
ポ
ー
ト
を

し
ま
す
。
参
加
企
業
は

本
学
と
関
係
の
深
い『
顔

の
見
え
る
』
企
業
群
で
す
。
本

学
採
用
実
績
企
業
や
地
域
の
優

良
中
小
企
業
と
共
に
『
学
生
の

卒
業
後
を
見
据
え
た
新
た
な
キ

ャ
リ
ア
支
援
』
で
、
皆
さ
ん
の

自
律
に
よ
る
進
路
意
思
決
定
が

で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

き
ま
す
！
」

黄

佐
藤
校
長（
左
）よ
り
表
彰
状
授
与

混
み
合
う
会
場
で
の
発
表

エ
ッ
グ
ド
ロ
ッ
プ
コ
ン
テ
ス
ト
が
ス
タ
ー
ト
！

「ノーベル物理学賞」受賞・小林先
生の講演（写真提供＝スタジオ・トナミ）

尿
検
査
方
法
の
説
明
を
す
る

川
上
助
教

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
練
習

を
見
学

中学バレーボール部の練習を見学

ＢＣＣ代表の
佐々木さん

本学学生と手つなぎ鬼遊びをする子どもたち

セミナーに参加する4年生

博物館前で説明を受ける中学2年生

混み合う会場での発表

来場者から多くのアドバイスをいただいた発表者

大盛況の会場でポスター発表する本校生徒（右）

大盛況の会場でポスター発表する本校生徒（右）

（中列左から）2人目・渋谷さ ん、宮城さん、　瀬さん、藏本さん、片岡さん、高さん、矢作さん、金冨さん
（前列左から）2人目・Lee先生、Bennets先生、島田理事長、Nisbet先生、佐藤統括校長、
　　　　　　南部中高一貫部校長 

大盛況の会場でポスター発表する本校生徒（右）

松爲教授　橋助教

中山教授　表彰状を手に

準決勝戦での本校の強力なアタック！（写真提供＝スタジオ・トナミ）

本
校
の
大
応
援
団
に
囲
ま
れ
て

　

地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
Ｂ
Ｉ
Ｃ

Ｓ
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
し
て

い
る
地
域
の
方
と
、
社
会
へ
の

貢
献
に
意
欲
的
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
参
加
し
た
い
学
生
や

地
域
の
方
々
と
を
つ
な
ぐ
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

11
の
サ
ー
ク
ル
で
、
学
生
た

ち
が
地
域
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
等
と

連
携
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
の
ひ
と
つ
多
種
目
・

複
合
型
地
域
づ
く
り
「
Ｂ
Ｃ
Ｃ
」

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

街
の
ひ
ろ

ば
と
の
協
働
で
「
日
本
語
を
母

国
語
と
し
な
い
母
親
を
も
つ
子

ど
も
た
ち
」
が
ス
ポ
ー
ツ
活
動

に
親
し
み
、
楽
し
む
こ
と
を
目

指
し
て
、
毎
月
2
回
の
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
参
加
す
る
子

ど
も
た
ち
の
国
籍
は
、
中
国
、

パ
キ
ス
タ
ン
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な

ど
様
々
。
毎
回
15
人
〜
20
人

の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
、
本

学
の
学
生
と
共
に
楽
し
く
過
ご

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
8
月
9
日
〜
11
日

ま
で
は
、
秩
父
の
横
瀬
で
キ
ャ

ン
プ
を
実
施
。
Ｂ
Ｃ
Ｃ
代
表
の

佐
々
木
遼
河
さ
ん
（
人
間
福
祉

学
科
3
年
）は
、「
初
め
て
キ
ャ

ン
プ
体
験
を
す
る
子
ど
も
た
ち

が
ほ
と
ん
ど
で
、
最
初
は
い
ろ

い
ろ
と
戸
惑
っ
て
い
ま
し
た
が
、

次
第
に
慣
れ
て
、
最
後
は
と
て

も
楽
し
そ
う
で
し
た
。
中
に
不

登
校
の
子
ど
も
が
い
ま
し
た
が
、

こ
の
キ
ャ
ン
プ
終
了
後
に
学
校

に
行
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
聞

い
た
時
は
、
本
当
に
う
れ
し
か

っ
た
で
す
」
と
笑
顔
。

　
10
月
3
日
と
24
日
に
は
、

本
学
体
育
館
で
手
つ
な
ぎ
鬼

・
氷
鬼
な
ど
の
鬼

遊
び
や
、
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
を
し
て
遊

び
、
思
い
切
り
体

を
動
か
し
て
は
し

ゃ
ぎ
回
り
ま
し
た
。

　

11
月
28
日
に
は
、

本
学
の
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
で
、
ラ
ケ
ッ

ト
を
使
っ
た
外
遊

び
を
楽
し
み
ま
し

た
。
佐
々
木
さ
ん

は
「
毎
回
、
参
加

す
る
子
ど
も
た
ち

が
決
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

活
動
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
た

ち
は
他
に
も
た
く
さ
ん
い
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
良
い
形
で
広

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
、
子
ど
も
た
ち
に
勉
強

を
教
え
る
活
動
も
加
え
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
抱

負
を
語
り
ま
し
た
。
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理
学
療
法
学
科
の
山 

敦
教

授
と
学
生
た
ち
が
、
日
本
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｊ
Ｐ
Ｃ
）

の
「
Ｊ
Ｐ
Ｃ
医
・
科
学
・
情
報

サ
ポ
ー
ト
事
業
」
で
、
障
が
い

者
ス
ポ
ー
ツ
の
日
本
代
表
選
手

や
強
化
選
手
の
サ
ポ
ー
ト
を
し

て
い
ま
す
。　

　

文
部
科
学
省
は
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お

い
て
、
ア
ス
リ
ー
ト
支
援
や
研

究
開
発
な
ど
多
方
面
か
ら
専
門

的
か
つ
高
度
な
支
援
を
戦
略

的
・
包
括
的
に
実
施
す
る
「
マ

ル
チ
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
こ
の
実
務
を
担

う
の
が
「
公
益
財
団
法
人 

日

本
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
」

で
、
同
事
業
で
山 

教
授
が
関

わ
る
の
は
「
ア
ス
リ
ー
ト
支
援

の
実
施
」。「
Ｊ
Ｐ
Ｃ
医
・
科
学
・

情
報
サ
ポ
ー
ト
事
業
サ
ポ
ー
ト

ス
タ
ッ
フ
」
の
立
場
で
、
具
体

的
に
は
「
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス

部
門
」
を
担
当
し
、
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
の
日
本
代
表
選
手
や

強
化
選
手
の
動
作
を
計
測
し
解

析
し
て
い
ま
す
。
こ
の
担
当
は
、

山 

教
授
を
含
め
関
東
に
3

名
の
み
の
た
め
、
本
学
の
学
生
・

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
約
50
名
が
「
ア
シ

ス
タ
ン
ト
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
」

と
し
て
要
請
に
応
じ
て
参
加
し

て
い
ま
す
。
11
月
1
日
に
は

デ
ジ
タ
ル
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
用

い
、
千
葉
ポ
ー
ト
ア
リ
ー
ナ
で

開
か
れ
た
「
ウ
ィ
ー
ル
チ
ェ
ア

ラ
グ
ビ
ー
」
の
国
際
試
合
で
相

手
選
手
の
動
作
を
撮
影
。
ま
た

22
日
に
は
三
次
元
動
作
解
析

シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
て
、
エ
コ
・

フ
ッ
ト
サ
ル
パ
ー
ク
八
王
子
で

の
「
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
」

の
動
作
計
測
を
行
い
ま
し
た
。

　

三
次
元
動
作
解
析
作
業
は
、

選
手
に
付
け
て
い
た
マ
ー
カ
ー

を
も
と
に
、
パ
ソ
コ
ン
上
で
動

作
を
三
次
元
化
す
る
の
で
す
が
、

激
し
く
動
き
回
る
選
手
の
マ
ー

カ
ー
を
正
し
く
認
識
す
る
の
は

大
変
な
こ
と
。
特
殊
な
機
械
な

の
で
解
析
に
使
え
る
パ
ソ
コ
ン

も
限
定
さ
れ
、
計
測
後
は
難
解

で
細
か
な
解
析
作
業
を
学
内
で

延
々
と
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

実
際
の
作
業
を
行
っ
て
い
る
理

学
療
法
学
科
4
年
生
の
谷
畑
和

幸
さ
ん
、
渡
邉
和
也
さ
ん
、
山

健
斗
さ
ん
、
金
山
将
大
さ
ん
、

加
茂
卓
也
さ
ん
は
、
異
口
同
音

に
そ
の
大
変
さ
を
語
っ
て
い
ま

す
。
山 

教
授
は
「
ゼ
ロ
か
ら

の
出
発
で
し
た
が
、
自
分
た
ち

が
卒
業
し
て
も
後
輩
が
解
析
作

業
を
行
え
る
よ
う
に
と
、
こ
の

学
生
た
ち
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
功
績

は
大
き
い
で
す
」
と
称
賛
。
学

生
た
ち
は
、
こ
の
活
動
を
通
じ

て
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

　

谷
畑
「
9
月
に
は
ウ
ィ
ー

ル
チ
ェ
ア
ラ
グ
ビ
ー
の
合
宿
時

に
、
三
次
元
動
作
解
析
シ
ス
テ

ム
を
用
い
た
動
作
計
測
を
行
っ

て
い
た
の
で
、
実
際
に
関
わ
っ

た
選
手
た
ち
が
活
躍
し
て
大
会

で
優
勝
し
た
姿
を
見
て
感
動
し

ま
し
た
。
そ
の
競
技
の
事
前

知
識
を
も
っ
て
活
動
す
る
と
、

そ
の
面
白
さ
が
違
っ
て
く
る
の

で
、
後
輩
た
ち
に
も
そ
れ
が
伝

わ
る
方
法
で
卒
業
後
も
関
わ
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

渡
邉
「
障
が
い
者
ア
ス
リ
ー

ト
は
、
障
が
い
が
あ
る
分
、
他

の
機
能
で
補
わ
な
く
て
は
な
ら

な
い
た
め
、
運
動
能
力
が
高
い

こ
と
を
知
り
驚
き
ま
し
た
。

元
々
ス
ポ
ー
ツ
に
興
味
が
あ
る

た
め
、
将
来
は
ス
ポ
ー
ツ
選
手

を
み
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
積
ん
だ
経

験
を
基
に
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ

に
も
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

山
「
初
め
て
関
わ
っ
た
の
は

ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
で
、
選

手
の
足
の
力
を
測
っ
た
時

に
、
ひ
と
り
で
は
押
さ
え

き
れ
な
い
ほ
ど
の
力
で
驚

き
ま
し
た
。
将
来
、
理
学

療
法
士
と
し
て
専
門
性
を

活
か
し
な
が
ら
、
ど
の
よ

う
に
障
が
い
者
ア
ス
リ
ー

ト
と
向
き
合
え
る
か
、
こ

の
活
動
に
ど
の
よ
う
に
関

わ
っ
て
い
け
る
か
自
分
試

し
で
も
あ
り
ま
す
」

　

金
山
「
障
が
い
が
あ
っ

て
も
、
運
動
能
力
は
一
般
の
ア

ス
リ
ー
ト
と
同
じ
で
あ
る
こ
と

に
驚
き
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
に

興
味
が
あ
り
、
こ
の
活
動
に
関

わ
っ
て
間
も
な
い
の
で
、
ま
だ

ま
だ
勉
強
が
必
要
で
す
。
そ
し

て
、
皆
さ
ん
に
は
、
た
く
さ
ん

の
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
が
あ
る

こ
と
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」

　

加
茂
「
臨
床
実
習
の
対
象
は

高
齢
者
が
多
い
た
め
、
障
が
い

者
ス
ポ
ー
ツ
の
現
場
は
イ
メ
ー

ジ
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

こ
の
活
動
で
そ
の
大
変
さ
も
理

解
で
き
ま
し
た
。
理
学
療
法
士

を
目
指
し
た
の
も
ス
ポ
ー
ツ
に

よ
る
故
障
の
た
め
、
リ
ハ
ビ
リ

の
辛
い
経
験
が
ア
ス
リ
ー
ト
を

診
る
上
で
活
か
せ
れ
ば
と
考
え

た
か
ら
で
す
」

　

山　

教
授
は
「
今
ま
さ
に
視

力
障
が
い
の
方
々
の
ゴ
ー
ル
ボ

ー
ル
の
解
析
を
進
め
て
い
る
最

中
で
す
。
解
析
結
果
を
指
導
ス

タ
ッ
フ
に
フ
ィ
ー
ト
バ
ッ
ク
す

る
た
め
、
今
年
中
に
は
レ
ポ
ー

ト
を
ま
と
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

卒
業
し
て
病
院
に
勤
務
す
る
時
、

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
も
の

が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
と
、

患
者
さ
ん
と
の
関
わ
り
が
大
き

く
違
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

新
た
な
ア
ス
リ
ー
ト
の
発
掘
に

も
繋
が
る
の
で
、
卒
業
後
も
こ

の
活
動
を
継
続
し
て
く
れ
る
こ

と
を
希
望
し
ま
す
」
と
学
生
た

ち
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
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「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
報
告
会
」
で
成
果
発
表

大
学

　

11
月
18
日
、
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
報
告
会
」
が
開
か
れ
、
お
世
話

に
な
っ
た
企
業
、
在
学
生
、
本
学
関
係
者
の
前
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
が
社
会
体
験
の
成
果

を
発
表
し
ま
し
た
。

　

外
国
語
学
部
キ
ャ
リ
ア
委
員

会
の
千
葉
隆
一
委
員
長
・
教
授

の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
次
の
学

生
が
発
表
し
ま
し
た
（
敬
称

略
）。

★
ホ
テ
ル
・
ロ
イ
ヤ
ル
・
ニ
ッ

コ
ー
・
タ
イ
ペ
イ
＝
早
川
鈴
奈

（
2
年
）
★
Ｊ
Ｔ
Ａ
サ
ザ
ン
ス

カ
イ
サ
ー
ビ
ス
＝
元
氏
稚
菜

（
同
）★
衆
議
院
自
由
民
主
党

秘
書
会
＝
中
村
梨
央（
同
）
★

ザ
・
テ
ラ
ス
ホ
テ
ル
ズ
株
式
会

社
＝
大
賀
美
優（
3
年
）
★
日

本
航
空
株
式
会
社
グ
ア
ム
支
店

＝
小
林
莉
夏
子
（
同
）
★
株
式

会
社
オ
ン
ワ
ー
ド
樫
山
＝
北
見

詩
歩
（
同
）
★
ヒ
ル
ト
ン
・
グ

ア
ム
・
ホ
テ
ル
・
リ
ゾ
ー
ト
＆

ス
パ
＝
松
木
紫
織（
同
）
★
株

式
会
社
内
田
洋
行
＝
桑
村
未
里

（
同
）
★
日
本
航
空
株
式
会
社 

大
連
支
店
＝
山
田
華
菜
子

（
同
）

　

司
会
は
古
田
優
菜
さ
ん（
3

年
）
と
吉
田
香
穂
さ
ん
（
同
）。

　

講
評
は
、
西
洋
フ
ー
ド
・
コ

ン
パ
ス
グ
ル
ー
プ
株
式
会
社
グ

ル
ー
プ
人
事
部
門
人
材
開
発
部

の
城
条
明
代
担
当
部
長
。「
自

信
を
も
っ
て
発
表
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
中

に
悩
み
考
え
経
験
し
、
今
ま
で

な
か
っ
た
気
づ
き
を
得
た
と
い

う
こ
と
。
う
れ
し
か
っ
た
こ
と

が
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
を
高
め
る

き
っ
か
け
の
た
め
、
ど
ん
ど
ん

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
自
分
の
感
度

を
上
げ
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル

を
送
り
ま
し
た
。

　

経
営
学
部
キ
ャ
リ
ア
委
員
会

の
大
野
和
巳
委
員
長
・
教
授
の

あ
い
さ
つ
に
続
き
、
次
の
学
生

が
発
表
し
ま
し
た
（
敬
称

略
）
。

★
株
式
会
社
三
松
＝
北
澤
伸
幸

（
2
年
）
★
株
式
会
社
キ
イ
ス

ト
ン
＝
市
村
理
佳
（
同
）
★
株

式
会
社
松
下
産
業
＝
結
城
大
翼

（
同
）
★
株
式
会
社
阪
急
阪
神

ホ
テ
ル
ズ
第
一
ホ
テ
ル
東
京
シ

ー
フ
ォ
ー
ト
＝
竹
田
侑
生（
同
）

★
株
式
会
社
ミ
ド
ル
ウ
ッ
ド 

ホ
テ
ル
カ
タ
ー
ラ
＝
杉
浦
嘉
恵

（
同
）
★
追
分
通
り
三
面
大
黒

天
商
栄
会
＝
川
野
日
香
梨

（
3
年
）★
イ
シ
イ
株
式
会
社
＝

木
口
綾
乃
（
2
年
）
★
株
式
会

社
徳
間
書
店
＝
新
部
美
幸（
同
）

★
中
根
税
務
会
計
事
務
所
＝
鈴

木
啓
徳（
同
）

　

司
会
は
、新
部
美
幸
さ
ん

と
渡
邉
真
衣
子
さ
ん（
2
年
）。

　

講
評
は
、
中
根
税
務
会
計
事

務
所
の
中
根
武
所
長
。「
何
の
た

め
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
か
を

理
解
し
て
い
る
文
京
学
院
生
の

レ
ベ
ル
の
高
さ
を
感
じ
る
。
社

会
の
現
実
は
、
も
っ
と
奥
が
深

く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
求
め
ら
れ
る
た
め
、
そ
の

た
め
に
は
何
を
す
る
か
を
考
え

る
こ
と
が
大
切
」
と
ア
ド
バ
イ

ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　

来
賓
は
じ
め
島
田　

子
学
園

長
出
席
の
懇
親
会
で
は
、
川
野

日
香
梨
さ
ん
と
田
口
達
也
さ
ん

（
外
国
語
学
部
3
年
）
の
司
会

に
よ
り
、
工
藤
秀
機
学
長
が
あ

い
さ
つ
。
島
田
昌
和
理
事
長
と

各
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
担
当
教

員
を
紹
介
し
た
後
、
株
式
会
社

東
天
紅
総
務
部
人
事
課
の
稲
葉

哲
史
課
長
に
よ
る
乾
杯
の
ご
発

声
で
、
学
生
と
企
業
関
係
者
、

教
職
員
が
親
し
く
語
り
合
い
ま

し
た
。
ダ
ン
ス
部
も
、
息
の
合

っ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
会
場

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。　

　

最
後
に
、山
口
航
平
さ
ん（
外

国
語
学
部
3
年
）
が
、
学
生
実

行
委
員
長
と
し
て
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。
「
私
た
ち
学

生
に
と
っ
て
初
め
て
の
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
最
初
は
不
安
で
し
た

が
、
周
囲
が
温
か
く
見
守
っ
て

く
だ
さ
り
、
自
信
を
も
つ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
後
輩
に
は
、

失
敗
を
恐
れ
ず
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」
と

充
実
感
溢
れ
る
笑
顔
で
話
し

ま
し
た
。

　

第
2
回
「
新
・
文
明
の
旅
」

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
訪
問
国
は
、
ポ

ー
ラ
ン
ド
共
和
国
、
リ
ト
ア
ニ

ア
共
和
国
、
ラ
ト
ビ
ア
共
和
国

で
し
た
。
そ
の
活
動
報
告
・
発

表
会
が
10
月
17
日
、
本
郷
キ

ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
、
次
の
派

遣
学
生
が
3
カ
国
・
4
大
学

と
の
交
流
の
報
告
を
し
ま
し
た

（
敬
称
略
）。

★
ヤ
ギ
ェ
ウ
ォ
大
学（
ポ
ー
ラ

ン
ド
共
和
国
）
＝
森
田
弥
紗

（
外
国
語
学
部
4
年
）、寺
島
麻

衣（
同
3
年
）、木
村
太
郎（
同
）

★
ヴ
ィ
リ
ニ
ュ
ス
大
学（
リ
ト

ア
ニ
ア
共
和
国
）
＝
西
村
愛

（
人
間
学
部
4
年
）、
★
ヴ
ィ

タ
ウ
タ
ス
・
マ
グ
ヌ
ス
大
学

（
同
）
＝
伊
藤
日
奈
子
（
外
国

語
学
部
2
年
）、
三
瓶
晃
代（
保

健
医
療
技
術
学
部
2
年
）、
磯

野
哲
也
（
経
営
学
部
2
年
）

★
ラ
ト
ビ
ア
大
学
（
ラ
ト
ビ

ア
共
和
国
）
＝
細
田
夏
美
（
外

国
学
部
3
年
）、
斉
藤
那
菜

（
人
間
学
部
2
年
）

　

ま
た
、
国
内
班
は
ポ
ー
ラ
ン

ド
共
和
国
と
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和

国
と
歴
史
的
な
結
び
つ
き
の
あ

る
福
井
県
敦
賀
市
を
訪
問
。
代

表
の
寺　

真
初
さ
ん
（
人
間
学

部
2
年
）
が
、
ス
カ
イ
プ
を

通
じ
て
ふ
じ
み
野
キ
ャ
ン
パ
ス

よ
り
、「
敦
賀
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

ど
の
学
生
も
、
現
地
で
貴
重

な
体
験
を
積
み
大
き
く
成
長
し

た
姿
を
、
来
賓
、
関
係
者
に
披

露
し
ま
し
た
。

外
国
語
学
部
・
Ｇ
Ｃ
Ｉ

　
　
　

（
仁
愛
ホ
ー
ル
）

経
営
学
部

　
（
ウ
イ
ン
グ
ホ
ー
ル
）

子
ど
も
英
語
教
育
セ
ン
タ
ー
「
C
L
E
C
」

「
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
」
を
初
開
催

大
学

　

子
ど
も
英
語
教
育
セ
ン
タ
ー

（CLEC:Child Language 
Education Center

／
牛
江

ゆ
き
子
セ
ン
タ
ー
長
・
外
国
語

学
部
長
・
教
授
）
で
は
10
月

17
日
、「
子
ど
も
英
語
教
室
」

で
「
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
」
を
初

開
催
し
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
子
ど
も
た

ち
が
英
語
学
習
を
通
し
て
、
将

来
、
自
立
し
た
国
際
人
と
な
る

素
地
と
基
礎
を
養
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
本
郷
・
ふ
じ
み
両

野
キ
ャ
ン
パ
ス
で
「
子
ど
も
英

語
教
室
」
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の「
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
」

で
は
、
教
室
で
使
用
し
て
い
る

教
材
や
絵
本
等
を
公
開

す
る
他
、
子
ど
も
た
ち

に
英
語
の
楽
し
さ
を
知

っ
て
も
ら
う
た
め
に

「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
」

も
行
い
ま
し
た
。
同
セ

ン
タ
ー
の
鶴
本
睦
子
講

師
と
、
深
野
陽
子
講
師

は
「
約
30
名
の
親
子
、

英
語
教
育
関
係
者
、
Ｃ

Ｌ
Ｅ
Ｃ
在
籍
児
童
が
参

加
し
、
展
示
物
や
読
み
聞
か
せ

を
楽
し
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
の
英
語
へ
の
興
味
の

芽
が
育
つ
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
手
ご
た
え
を
感
じ
た

様
子
で
し
た
。

「
食
と
農
林
漁
業
大
学
生
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
５
」

本
学
学
生
が
フ
ァ
イ
ナ
ル
へ
！

大
学

「
新
・
文
明
の
旅
」プ
ロ
グ
ラ
ム

活
動
報
告
・
発
表
会
で
成
長
し
た
姿
披
露

大
学

　

第
34
回
あ
や
め
祭
が
10
月

17
・
18
日
、「W

e can make 
it!

」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

Ｗ
3
0
2
で
はM

uscle 
Project

、LEOPARDS

、

W
itch rino bit

な
ど
の
名
物

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
ア
ト
リ
ウ

ム
で
は
あ
し
の
会
、
ア
カ
ペ
ラ

サ
ー
ク
ル
、
日
舞
な
ど
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
が
来
学
者
を
楽
し

ま
せ
ま
し
た
。

　

各
部
・
サ
ー
ク
ル
、
ゼ
ミ
に

よ
る
リ
ユ
ー
ス
食
器
使
用
の
環

境
に
配
慮
し
た
模
擬
店
は
大
盛

況
！　

各
教
室
で
は
、
マ
ジ
ッ

ク
サ
ー
ク
ル
、
朗
読
劇
サ
ー
ク

ル
こ
ぶ
た
な
ど
学
科
の
専
門
性

を
活
か
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

が
人
気
を
呼
び
ま
し
た
。
地
域

精
神
福
祉
研
究
会
も
、
お
菓
子

や
小
物
な
ど
患
者
さ
ん
渾
身
の

力
作
を
販
売
。
小
体
育
館
で
は

「
わ
ん
ぱ
ー
く
」
が
開
か
れ
、

子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
遊
び
ま

し
た
。
環
境
教
育
研
究
セ
ン
タ

ー
に
よ
る
逢
瀬
町
野
菜
代
行
販

売
は
、
例
年
の
ご
と
く
完
売
。

　

前
橋
純
実
行
委
員
長
は
、

「
実
行
委
員
み
ん
な
で
作
り
上

げ
て
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

た
と
い
う
達
成
感
と
感
謝
の
思

い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
！
来
場
者

の
楽
し
そ
う
な
様
子
を
見
て
、

僕
た
ち
も
と
て
も
う
れ
し

く
、楽
し
く
活
動
で
き
ま
し
た
。

来
年
も
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
！
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

第
51
回
文
京
祭
が
10
月

17
・
18
日
、「Piece

ひ
と
つ

の
か
た
ち
へ
」
を
テ
ー
マ
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ピ
ロ
テ
ィ
・B's Dining

・

仁
愛
ホ
ー
ル
で
は
、
チ
ア
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
部
、
吹
奏
楽
部
、
演

劇
同
好
会
な
ど
の
演
技
が
繰
り

広
げ
ら
れ
、
大
き
な
拍
手
を
浴

び
ま
し
た
。
教
室
で
は
、
キ
ャ

リ
ア
リ
ー
ダ
ー
委
員
会
、
保
健

医
療
技
術
学
部
体
験
型
学
部

紹
介
、「
新
・
文
明
の
旅
」
プ

ロ
グ
ラ
ム
、
各
ゼ
ミ
に
よ
る
プ

レ
ゼ
ン
や
展
示
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
奄
美Project

も
奄
美
Ｐ

Ｒ
を
し
ま
し
た
。
模
擬
店
は
、

五
街
道
ウ
ォ
ー
ク
実
行
員
会

岐
阜
県
中
津
川
市
に
よ
る
物
産

販
売
を
は
じ
め
、
各
部
・
サ
ー

ク
ル
が
趣
向
を
凝
ら
し
て
参
加
。

追
分
通
り
三
面
大
黒
天
商
栄
会

・
向
丘
追
分
町
会
協
力
に
よ
る

群
馬
県
富
士
見
町
の
野
菜
産
地

直
送
販
売
や
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
は
、

今
年
も
大
盛
況
で
し
た
。

　

浅
見
美
江
実
行
委
員
長
は
「
展

示
も
参
加
団
体
が
増
え
、今
年

か
ら
は
校
内
ツ
ア
ー
も
始
ま
り
、

イ
ベ
ン
ト
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

外
部
ゲ
ス
ト
も
事
前
に
学
生
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
学
生
と

共
に
作
っ
た
文
京
祭
で
し
た
」

と
充
実
感
溢
れ
る
感
想
を
述
べ

ま
し
た
。

保
健
医
療
技
術
学
部
理
学
療
法
学
科

山　

教
授
と
学
生
が
障
が
い
者
ア
ス
リ
ー
ト
を
サ
ポ
ー
ト

大
学

　

農
林
水
産
省
主
催
「
食
と
農

林
漁
業
大
学
生
ア
ワ
ー
ド
2
0

1
5
」
が
11
月
8
日
、
六
本

木
ヒ
ル
ズ 

ア
リ
ー
ナ
広
場

（
「
ジ
ャ
パ
ン
ハ
ー
ベ
ス
ト

2
0
1
5
」
会
場
内
ス
テ
ー

ジ
）
で
行
わ
れ
、
10
組
が
フ
ァ

イ
ナ
ル
審
査
に
挑
み
ま
し
た
。

　

出
場
チ
ー
ム
は
東
京
農
業

大
学
中
心
の
団
体
、
神
戸
大

学
、
岡
山
大
学
、
宮
崎
大
学
、

京
都
大
学
、
高
知
大
学
、
東
京

大
学
と
I
C
U
中
心
の
6
大

学
の
団
体
、
帯
広
畜
産
大
学
、

九
州
大
学
・
福
岡
大
学
な
ど

7
大
学
コ
ラ
ボ
の
団
体
。
国

立
大
学
を
中
心
と
し
た
チ
ー
ム

が
ほ
と
ん
ど
の
中
で
唯
一
、
私

立
大
学
単
独
で
初
出
場
し
た
本

学
は
、「
農
林
水
産
大
臣
賞
」

獲
得
に
向
け
て
熱
弁
し
ま
し
た
。

　

本
学
か
ら
の
出
場
者
は
、
環

境
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
所
属
の

大
坪　

太
郎
さ
ん
（
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
社
会
学
科
4
年
）、

中
潟
亮
兵
さ
ん
（
同
3
年
）、

富
永
恵
莉
さ
ん
（
心
理
学
科

3
年
）
。
代
表
の
大
坪
さ

ん
は
「
ま
っ
た
く
の
初
出
場

は
僕
た
ち
ぐ
ら
い
で
、
発
表
時

間
も
5
分
と
は
知
ら
な
い
で

い
た
た
め
、
10
分
用
の
資
料

を
急
き
ょ
変
更
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
各
グ
ル
ー
プ
に
は
、

社
会
人
の
メ
ン
タ
ー
が
つ
い
て

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
だ
さ
っ

た
の
で
す
が
、
僕
た
ち
の
場
合
、

台
本
・
ス
ラ
イ
ド
共
に
、
ほ
ぼ

全
部
修
正
が
入
り
ま
し
た
。
3

人
で
会
場
近
く
に
泊
り
、
当
日

の
明
け
方
ま
で
修
正
作
業
を
し

て
い
た
こ
と
か
ら
、
発
表
は
ぶ

っ
つ
け
本
番
と
い
う
形
で
し
た
。

本
当
は
3
人
が
交
代
で
話
す

は
ず
で
し
た
が
、
5
分
で
は

足
り
な
い
た
め
、
僕
が
ひ
と
り

で
プ
レ
ゼ
ン
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
」
と
苦
労
を
振
り

返
り
ま
し
た
。

　

プ
レ
ゼ
ン
で
は
、
環
境

教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
の
説

明
か
ら
始
め
、
東
日
本
大

震
災
以
来
、
風
評
被
害
に

遭
っ
て
い
る
福
島
県
逢
瀬

町
を
支
援
す
る
た
め
の
野

菜
代
行
販
売
、
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
、
ワ
イ
ン
づ

く
り
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

こ
の
3
つ
の
活
動
は
独
立
し

て
い
る
た
め
、
野
菜
や
ワ
イ
ン

を
購
入
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
を

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
誘

う
な
ど
、
今
後
は
連
携
し
た

活
動
を
行
う
こ
と
で
、
風
評
被

害
の
払
拭
や
農
村
の
活
性
化
に

結
び
つ
け
た
い
と
い
う
抱
負
を

語
り
ま
し
た
。

保
健
医
療
技
術
学
部
作
業
療
法
学
科

学
生
が
「
m
a
m
a
c
a
r
e
」
に
向
き
合
う

大
学

　

作
業
療
法
学
科
の
西
方
浩
一

准
教
授
が
同
学
科
の
学
生
た
ち

と
共
に
「
医
療
的
ケ
ア
の
必
要

な
子
ど
も
た
ち
と
マ
マ
の
笑
顔

の
た
め
に
」
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

肢
体
不
自
由
児
、
重
度
身
体

障
害
児
と
呼
ば
れ
る
医
療
的
ケ

ア
が
必
要
な
子
ど
も
を
育
て
る

母
親
は
、
日
々
、
様
々
な
悩
み

や
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
を
仲
間
と
打
ち
明
け
合

い
、
ヒ
ン
ト
や
癒
し
を
得
る
場

所
が
ほ
し
い
―
―
そ
う
願
う
母

親
た
ち
が
個
々
の
経
験
を
活
か

し
て「mamacare

」を
運
営
し

て
い
ま
す
。西
方
准
教
授
は
、

開
設
前
か
ら
同
グ
ル
ー
プ
と
関

わ
り
、
本
学
を
会
場
に
学
生
と

共
に
会
開
催
の
サ
ポ
ー
ト
を
し

て
い
ま
す
。
同
学
科
の
柴
田
貴

美
子
准
教
授
も
、
母
親
た
ち

が
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
楽
し
く
過

ご
せ
る
よ
う
に
気
配
り
目
配
り

を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
を

通
し
て
、
学
生
た
ち
は
次
の
よ

う
に
考
え
て
い
ま
す
（
敬
称

略
）。

　

田
中
紗
恵
（
3
年
）「
呼
吸

器
を
付
け
た
り
寝
た
き
り
の
子

ど
も
も
い
る
の
で
、
ど
の
よ
う

な
遊
び
を
喜
ぶ
の
か
考
え
る
の

が
難
し
い
で
す
。
寝
た
き
り
の

子
ど
も
に
は
で
き
る
だ
け
話
し

か
け
、
動
け
る
子
ど
も
に
は
支

え
な
が
ら
ブ
ラ
ン
コ
に
乗
せ
た

り
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
場

所
が
あ
れ
ば
、
も
っ
と
多
く
の

方
々
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」

　

阿
部
ま
り
の
（
同
）「
お
母

さ
ん
同
士
の
交
流
を
た
く
さ
ん

し
て
ほ
し
い
た
め
、
私
た
ち
が

子
ど
も
の
相
手
を
し
ま
す
が
、

お
母
さ
ん
離
れ
し
て
い
な
い
子

ど
も
と
の
交
流
が
難
し
い
と
思

い
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
方
の
苦

労
話
や
思
い
を
聞
く
う
ち
に
、

将
来
、
作
業
療
法
士
に
な
っ
た

時
に
は
家
族
の
ケ
ア
も
必
要
で

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
」

　

齋
藤
綾
（
同
）「
子
ど
も
が

や
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と

を
、
ど
こ
ま
で
も
手
伝
え
ば
よ

い
の
か
、
ど
う
い
う
方
向
に
も

っ
て
い
け
ば
よ
い
の
か
最
初
は

難
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
回
を

重
ね
る
う
ち
に
わ
か
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。『
安
心
し
て
こ

ん
な
に
子
ど
も
と
長
い
時
間
離

れ
て
い
ら
れ
る
の
は
初
め
て
』

と
い
う
お
母
さ
ん
の
言
葉
を
聞

い
て
、
普
段
の
大
変
さ
を
改
め

て
感
じ
ま
し
た
」

　

大
川
由
莉
（
同
）「
言
葉
を

交
わ
す
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど

も
が
何
を
要
求
し
て
い
る
の
か

を
最
初
は
読

み
取
れ
な
く

て
困
り
ま
し

た
が
、
今
で

は
指
の
動
き

や
目
線
で
わ

か
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

突
然
体
調
を

崩
し
て
参
加

で
き
な
く
な

る
子
ど
も
も

い
ま
す
の

で
、
知
識
を
き
ち
ん
と
身
に
つ

け
て
関
わ
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
」

　

石
田
瑞
季
（
2
年
）「
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
な
い

子
ど
も
へ
の
接
し
方
が
難
し
か

っ
た
の
で
す
が
、
回
を
重
ね
る

う
ち
に
お
母
さ
ん
や
看
護
師
さ

ん
か
ら
、『
今
の
は
伝
わ
っ
て

い
る
よ
』
と
言
わ
れ
て
と
て
も

う
れ
し
く
、
自
信
に
も
繋
が
り

ま
し
た
。
家
族
も
含
め
て
、
安

ら
ぎ
の
場
所
で
あ
る
よ
う
に
工

夫
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

岩
佐
由
望
（
同
）「
最
初
は

子
ど
も
と
の
関
わ
り
方
が
わ
か

ら
ず
に
苦
労
し
ま
し
た
が
、
次

第
に
私
の
名
前
を
覚
え
て
く
れ

て
、
笑
顔
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。
お
母
さ
ん
か
ら
も
子
育

て
の
話
を
聞
き
、
良
い
経
験
に

な
っ
て
い
ま
す
。
前
回
の
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
学
生
が
主
体
と
な

っ
て
準
備
し
ま
し
た
。
手
遊
び

や
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
な
ど
、

と
て
も
良
い
反
応
だ
っ
た
の

で
、
こ
う
い
っ
た
企
画
を
増
や

し
て
良
い
雰
囲
気
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

亀
山
実
咲
（
同
）「
長
時
間

子
ど
も
と
過
ご
す
う
ち
に
笑

顔
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
意
思
疎
通
を
図
ろ
う
と

指
で
合
図
を
送
っ
て
く
れ
た
り

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

う
い
っ
た
小
さ
な
こ
と
が
と
て

も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
自
分

の
知
識
が
足
り
な
い
た
め
、
子

ど
も
や
お
母
さ
ん
へ
の
ケ
ア
が

不
十
分
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
の

で
、
も
っ
と
知
識
を
増
や
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

最
後
に
阿
部
さ
ん
は
「
こ
の

活
動
を
通
じ
て
、
参
加
者
個
々

の
や
り
た
い
こ
と
を
感
じ
と
る

難
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。
将
来
、

作
業
療
法
士
と
し
て
相
手
が
何

を
望
ん
で
い
る
の
か
を
感
じ
取

り
、
そ
の
人
に
合
っ
た
作
業
を

介
し
て
リ
ハ
ビ
リ
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と

抱
負
を
語
り
ま
し
た
。
西
方
准

教
授
が
蒔
い
た
種
が
、
着
実
に

育
っ
て
い
ま
す
。

審査員からの質問に答える中潟さん（左）、
大坪さん、富永さん

ふ
じ
み
野
キ
ャ
ン
パ
ス

「
あ
や
め
祭
」

本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス

「
文
京
祭
」

（
前
列
左
か
ら
）山　

教
授
、谷

畑
さ
ん
、渡
邉
さ
ん
、山
さ
ん
、（
後

列
左
）加
茂
さ
ん
、金
山
さ
ん

ブラインドサッカーでの動作計測

こんなに多くの方々に必要とされ
る活動の様子

（前列左から）石田さん、岩佐さん、亀山さん、（後列
左から）田中さん、阿部さん、西方准教授、柴田准教
授、齋藤さん、大川さん

外
国
語
学
部
の
発
表

経
営
学
部
の
発
表

海
外
派
遣
学
生
の
発
表

国
内
班
学
生
の
発
表

鶴本講師（左）と深野講師

（３） 平成 27年 11 月 30日 第 715号 （２）
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